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『荀子』の福祉的性質について
横山　裕
The Nature of Welfare in Xunzi
　This study examines the welfare concepts of old China, focusing on the welfare ideas in Xunzi, where 
it is advocated that individuals should support their families and that society should provide financial 
aid to the poor. Both concepts remain true today. These ideas are specifically characterized by Xunzi’s 
claim that ‘li’ results in a welfare society. Xunzi posits that li enables social norms to be established and 
people to live stable lives. In fact, policymakers are supposed to conduct the affairs of the state based 
on li, and public officials are strictly required to learn li. The main characteristic of Xunzi’s welfare 
concept is asserting that a welfare society should be based on li.



















Department of Clinical Welfare Service, School of Social Welfare, Kyushu University of Health and Welfare





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































10 九州保健福祉大学研究紀要　 15：1 ～ 11,　2014
「夫れ、利を好みて得んことを欲するは此れ人の情性
なり。之を假うるに、人に財を資して分つ者有らん
に、且さに情性に順い利を好みて得んことを欲すれ
ば、是の若くんば則ち兄弟すら相い拂奪せん。且さ
に礼義の文理に化せんとするか、是の若くんば則ち
国人にも譲らん。故に情性に順わば則ち弟兄も争い、
礼義に化すれば則ち国人にも譲なり」（性悪篇）
といい、民衆を礼義で教化しなければ兄弟ですら奪い
合い、逆に民衆を礼義で教化すれば他人にも譲るよう
になるとしている。また、礼を修得した孔子の故事を
引き、
「仲尼の将に魯の司寇たらんとするや、沈猶氏は敢え
て朝に其の羊に飲わず、公愼氏は其の妻を出し、愼
潰氏は境を踰えて徒り、魯の牛馬を粥ぐ者は賈を豫
らず。必ず蚤に正しくして以て之を待てばなり。闕
黨に居るや、闕黨の子弟、罔不の分に親有る者は多
きを取る。孝悌にして以て之を化すればなり」（儒効
篇）
といい、孔子が闕黨の若者を礼にもとづいて教化した
結果、「罔不の分に親有る者は多きを取る」のように、
収穫物をただ単に量的平等に分配するのではなく、扶
養家族の有無によって質的平等に分配するようになっ
たことを賞賛している 6。
　『荀子』は、礼を民衆に教えて修養させる教育政策を
通じて、礼を社会規範として民衆に周知するとともに、
福祉的配慮のできる民衆へと教化し、民衆が相互に助
け合える社会の実現を説く。民衆間の相互扶助体制の
確立を志向する『荀子』の修養は、『荀子』が目指す民
衆の生存権の保障という福祉政策に通じるものなので
ある。
７．おわりに
　これまで『荀子』の思想の福祉的性質について、政治、
礼、修養の『荀子』思想の３つの核と礼にもとずく政
治の主要手段となる義とを対象に個別に考察してきた。
　『荀子』は戦国時代を生きた学者・教育者と政治家・
官僚の二つの視点から、礼を社会の最高規範として社
会秩序を構築し社会の安定を実現する思想を説いた。
具体的には、礼を規範とした義によって社会的等級を
策定し物資の分配を巡る争乱に起因する社会的困窮を
防止することであった。つまりそれは民衆の生存権の
保障を目指す福祉政策であった。
　『荀子』が説く民衆の生存権の保障を目指す政策の福
祉的性質は、礼が老、幼、貧、賤、孤独鰥寡といった
社会的弱者を特に配慮するように求めていたことから
も明らかにできる。時代と場所を問わず、最も生存権
が脅かされるのは社会的弱者である。『荀子』は少数の
社会的弱者を最優先に配慮したうえで民衆全体の生存
権の保障を目指したのである。このような『荀子』の
志向には十分に福祉的性質が認められよう。
　最後に、第１章で挙げた『荀子』の思想の核のうち
本論で言及できなかった天と論理とに簡単に触れてお
く。
　『荀子』は天を自然現象だと考えて人間界のこととは
区別して考える。所謂「天人の分」である。
　『荀子』が問題として想定した社会の混乱も、
「星隊ち木鳴る。国人皆恐れて曰く、是れ何ぞやと。
曰く何も無きなり。（中略）夫れ星の隊ち木の鳴るは、
是れ天地の変、陰陽の化にして、物の罕に至る者な
れば、之を怪しむは可なるも、之を畏るるは非なり。
物の已だ至る者にして人祅なれば、則ち畏るるべき
なり。楛耕して稼を傷い、楛耘して歳を失い、政は
険にして民を失い、田は薉れて稼は悪く、糴は貴く
して民は飢え、道路に死人有り、夫れ是を之れ人祅
と謂う。」（天論篇）
といい、いかなる自然現象も単なる自然現象であって
人間界との関係は「何も無きなり」と言い切り、農業
や政治の失敗による社会的困窮は「人祅」すなわち人
災であるとしている。
　天候の影響を受け易い農業についても
「天下を兼ね足らしむるの道は、分を明らかにするに
あり。知を撩めて畝を表し、草を刺りて穀を殖し、
糞を多くして田を肥やすは、是れ農夫衆庶の事なり。
（中略）高き者も旱せず、下き者も水あらず、寒暑和
節して五穀も時を以て孰するは、是れ天の事なり。
若しそれ兼ねて之を覆い、兼ねて之を愛し、兼ねて
之を制し、歳に凶敗水旱ありと雖ども、百姓をして
凍餒の患い無からしむるは、則ち是れ聖君賢相の事
なり」（富国篇）
といい、まずは農民が職分を果たす事を説き、天候に
起因する事態は「是れ天の事なり」としてとらえ、い
かなる気象条件であろうとも、「歳に凶敗水旱ありと雖
ども、百姓をして凍餒の患い無からしむるは、則ち是
れ聖君賢相の事なり」のように、民衆が凍え飢えない
ように生活の保障をするのが為政者の務めだとする。
　戦国時代の社会の混乱と天とを一切無関係とするこ
とで、『荀子』は眼前の課題を人の手で解決しようとし
たと考えられる。これは荀子が学者・教育者と政治家・
官僚といった実務家であったからであろう。
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　一方で、『荀子』には、
「老を老とすれば壮者も焉に帰し、窮を窮せざれば通
者も焉に積まり、冥冥に行いて報い無きものに施せ
ば、賢も不肖も焉に一ならん。人に此の三行有らば、
大過有りと雖も、天はそれ遂げしめざらんや」（修身
篇）
のように、老人や弱者を助け喜捨する人物には天の加
護があるとして、天を単なる自然現象とはみなさない
記述もある。この記述でも天の加護は弱者救済という
福祉的行為に加えられていることから、天への言及で
も『荀子』の志向は民衆の生存権の保障であることが
確認できる。
　論理については、社会秩序の確立を巡る議論から詭
弁を排するために『荀子』が重視したものである。そ
の議論の中心は、
「異形は心を離れて交ごも諭り、異物は名と実と玄い
に紐ばれ、貴賤同じからず、同異別ならず。是の如
くなれば則ち志は必ず諭らざるの患ありて、事必ず
困廃の禍有り。故に知者は之が分別を為し、名を制
して以て実を指す。上は以て貴賤を明らかにし、下
は以て同異を辨ず。貴賤明らかにして同異別つ」（正
名篇）
のように、言語上の名実の一致を確立することにある。
社会秩序の確立と言語上の名実の一致とを関連づけて議
論することは『荀子』の学者としての側面が強く反映さ
れたものといえる。ただ、それ故に『荀子』の論理をめ
ぐる議論は形而上的であり具体的な福祉的性質を確認す
ることは難しい。ここでは社会秩序の確立を言語面から
も行おうとしていたと指摘するにとどめたい。
　以上、本論で詳しく考察できなかった天と論理との
福祉的性質について簡単にみてきた。両者とも礼義や
政治、修養と同じく『荀子』の核として認められるも
のであるから、より詳細に考察すればその福祉的性質
を明らかにできる可能性がある。これについては今後
の課題としたい。
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注
 
1 なぜ学派と関係ない部分がその書籍に混入したのか
について考察することも、その書籍について十分価
値を持つ研究課題となる。
2 生存権を保障する日本国憲法第２５条も保障するの
は最低限度の文化的生活である。
3 礼論篇では礼についての普遍的な議論は少なく、そ
の多くは葬礼についての議論である。
4 富国篇に「礼なる者は貴賤に等有り、長幼に差有り、
貧富軽重に皆稱有る者なり」とあり、礼は社会的等
差づけを行うものと明確に定義されている。
5 軽重とは社会的地位に応じた役割の軽重のことであ
る。
6 儒効篇は礼を修得した儒家の社会における効用を専
論とする。
